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国内6都道府県で緊急事態宣言がでました。岐阜県においても患者発生が急速に増加傾向です。岐阜大学病院の

医師も感染が判明し、4月4日から19日まで外来診療や救急診療が原則休止となっています。 

県内の累計患者数は、4月8日現在で77例です。4月2日から8日までの1週間だけで46名の新規患者が発生していま

す。 

岐阜市でナイトクラブからのクラスターが発生し、2次感染を含めると27名が陽性判明し、さらに濃厚接触者な

どを調査中です。土岐市では愛知県警関係で4名の感染が判明。大垣市では感染経路不明者から計3名の患者が判明

し、岐阜市でも同じく感染経路不明者から計4名の感染があります。家族内感染が発生していると思われます。感

染経路不明も増えています。市中での蔓延が懸念されます。 

※県内で発生した患者の行動歴等の詳細は、岐阜県庁のホームページを参照して下さい。 
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＜重要な通知＞ 

１：日本医師会から「医療危機的状況宣言」が出されました（4/1） 

  我が国の医療は新型コロナウイルス感染症対策にこれまで経験したことのない多くの資源を注入しながら、それ以外の疾病の治療

も継続するという危機的な状況に陥りつつあります。医師をはじめ医療従事者が新型コロナウイルスに感染すれば医療現場から離脱

せざるを得ず、国民に適切な医療を提供できなくなることが懸念されます。一部地域では病床が不足しつつあり、現在行っている対

策は二週間後に結果が表れることから、感染爆発が起こってからでは遅く、今のうちに対策を講じなくてはなりません。医療提供体

制を維持するため、医療従事者が全力で取り組む中、国民の皆様には、自身の健康管理、感染を広げない対策、適切な受診行動をお

願い致します。 

 

２：岐阜県新型コロナウイルス感染症対策行動計画の発表（3/31） 

 医療の項目では、情報共有、専門家会議・調整本部の設置などのほかに、患者増加時における医療体制（自宅待機等）も記載され

ている。 

① 患者が増加し重症者等に対する入院医療の提供に支障をきたす恐れがあると判断する場合は、入院必要のない軽症者は自宅療養と

するなど体制を整備する。 

② 自宅療養とする際、家族構成等から困難な時は軽症者が県内ホテルなどの宿泊施設等での療養を行うことや、同居家族が一時的に

別の場所に滞在することなども検討する。 

③ 患者がさらに増加した時は、帰国者・接触者相談センターの体制の強化、帰国者・接触者外来を増設する。 

④ さらに患者が増加し、帰国者・接触者外来での医療提供の限度を超えると判断する場合は、県は厚生労働省に相談の上、必要な感

染予防策を講じた上で、一般医療機関での外来診療を行う。 

 

３：新型コロナウイルス感染症対策における医師会の救急・周産期医療提供の考え方（4/3） 

直近のコロナウイルス感染症の患者発生状況の変化をうけ、医師会としての救急・周産期医療提供体制についてまとめたものが発

出されました。郡市医師会、都道府県医師会、医師会連合、日本医師会の各段階に応じた関係者との連携強化がうたわれ、特に救急

医療提供体制の観点から都道府県調整本部への関与が求められる。 

 

 ４：サージカルマスクの配布（4/8） 

 4月、国からの医療機関向けサージカルマスクが県医師会に到着しました。十分な数ではありませんが、地域医師会経由で、各医

療機関に配布させていただきます。防護服は入手できていませんが、厚生労働省の指針では、防護服である長袖ガウンの不足で入手

できないときは、使い捨てのカッパ等の使用を推奨していることを申し添えます。    

『 都道府県新型コロナウイルス感染症担当理事連絡協議会 』 

 日本医師会は毎週金曜日に、各都道府県医師会をテレビ会議システムで結んで、連絡会議を開催しています。各地域医師会の感染症

対策担当理事の先生もご都合がつけば、出席していただけます。開催時間等は、県医師会事務局へお尋ねください。 

岐阜県医師会ホームページ「新型コロナウイルス感染症関連情報」掲載中！ 

岐阜医師会では、新型コロナウイルス感染症に関して、情報発信に努めています。本会ＨＰの「新型コロナウイルス感染症関連情

報」又は日本医師会ＨＰのメンバーズルームを随時チェックされることをお勧めします。 

 


